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Ⅳ．考察
１ ．研究全体における傾向と課題
１）研究内容に関する傾向
（ １）研究内容の傾向

認知症介護研究における研究内容の傾向は、生活支援・ケア全体、療法、BPSD、家族、心理、
環境支援、評価法、ストレス・負担感に関する研究数が多い傾向にあり、発表時期も1980年代か
ら実施され、これらの分野における研究成果の量的な蓄積は進展しつつあることが伺える。環境
支援については、1990年代から発表されているが、1998年頃から急増しており、認知症介護分野
においては比較的新規のテーマであるにも関わらず増加傾向が顕著である。これらのテーマに関
する研究の特徴としては、認知症に限らず高齢者研究において比較的早期から研究が着手されて
いること、そしてストレス・負担感や評価法等のように研究評価手法が確立していること、家族
や環境支援などのように対象に関する研究統制がしやすく研究対象の確保が容易であること、療
法などのように方法モデルが古くから存在していること、生活支援・ケア全体、BPSD、心理・心
的過程などのように認知症介護実践においてニーズが高いことなどが挙げられる。しかし、研究
量が多い事が研究成果の質を保障することと捉えるのは早計であり、これらのテーマに関する理
論や方法の標準化が確立されているか、詳細な内容分析が必要であろう。

一方、権利擁護、虐待、若年認知症等の比較的新しいテーマについては研究数が少ない傾向が
みられており、今後の更なる発展が望まれる。そしてマネジメントや人材育成、ターミナルケア
については、テーマとしての新奇性はないが、認知症介護の研究テーマとしては希少であり、こ
れらの研究への一層の取り組みが重要であると考えられる。

（ ２）年次推移の傾向
認知症介護研究における課題は、介護実践上の課題のみならず高齢者福祉や高齢者関連施策の

方向性など社会的な要請によっても少なからず影響を受けており、多くの研究が公的な研究助成
を基に実施されることを鑑みれば、認知症介護に関連する社会的な情勢と研究数の関連は相関の
高いものと予測できる。認知症介護研究数の年次推移の傾向は、1988年から1996年くらいまでに
少しずつ増加し、さらに2000年前後くらいから増加を始め、2000年以降急激に増加している。認
知症介護に関連する施策や事業との関連からみると（表Ⅳ - 1 参照）、1986年には厚生省において
痴呆性老人対策推進本部が設置され、翌年の1987年には特別養護老人ホームにおいて痴呆性老人
介護加算が創設されている。その後も1988年痴呆性高齢者用デイサービスの促進、痴呆性老人専
門治療病棟設置、1989年ゴールドプランの策定、1993年には痴呆性老人対策に関する検討会の設
置、痴呆性老人の日常生活自立度判定基準の作成、1997年には痴呆性対応型老人共同生活援助事
業の創設、1999年ゴールドプラン21において痴呆性老人対策の推進が掲げられている。つまり我
が国における認知症対策が本格的に始動し始めた時期が1980年代後半から2000年以前くらいであ
ることを考慮すると、この時期の研究数の緩やかな増加は施策動向や社会的な要請によって後押
しされた結果であると推測される。特に2000年に施行された介護保険制度を起点とし、2003年の
高齢者介護研究会報告「2015年の高齢者介護」、2004年の痴呆から認知症への改名、2005年の介護
保険法改正に関連する地域づくり事業の開始、2006年以降の権利擁護関連事業、地域支援体制構
築事業、認知症介護関連研修事業、若年認知症対策、地域連携関連事業等の創設や実施など認知
症介護を取り巻く社会的な動向はめまぐるしく変動し、高齢者福祉施策の中心ともいえる課題と
なってきている。研究数もそれらの動向に供応するように急増の傾向を示しており、年次推移の
傾向を大きく分類すれば、1980年代から実施されている古いテーマ、1990年後半から2000年位に
かけて実施されているもの、2000年前後から急増しているもの、2006年前後から増えているテー
マ、2009年くらいから徐々に増えているものと段階的に捉えることができるだろう。研究内容別
の研究数の推移は社会的な背景に大きく影響を受け、認知症介護に関する課題への関心度や重要
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表Ⅳｰ1 認知症高齢者施策及び関連事象の年表
実施年 施策及び主な事柄

1980 ぼけ老人を抱える家族の会発足
公衆衛生局精神衛生課による認知症高齢者実態調査

1981

1982
老人精神保健対策に関する公衆衛生審議会から答申→痴呆
疾患の予防及び普及啓発活動の推進
老人精神保健相談事業

1983
老人精神衛生相談窓口の設置
老人精神衛生相談事業の実施
デイサービスに家族介護者教室が加わる

1984
特養痴呆性老人処遇技術研修
痴呆老人電話相談事業
痴呆老人の短期保護事業
痴呆老人に配慮した特別養護老人ホームの整備

1985
1986 厚生省、痴呆性老人対策推進本部設置

1987 高齢者サービス総合調整推進事業
特養における痴呆性老人介護加算創設

1988
痴呆性高齢者用デイサービス促進
精神病院：痴呆性高齢者用デイケア施設整備
精神病院：痴呆性老人専門治療病棟
老健：痴呆加算承認施設

1989
厚労省による痴呆疾患対策調査研究事業
ゴールドプラン策定
老人性痴呆疾患センター

1990 老人福祉等八法改正

1991
老健法の改正：老人訪問看護制度ねたきりゼロ作戦
ショートステイ：痴呆性老人加算
精神病院：痴呆療養病棟
老健：痴呆専門棟創設

1992 医療法改正
Ｅ型デーサービス創設

1993 痴呆性老人対策に関する検討会の設置
痴呆性老人の日常生活自立度判定基準の作成

1994 21世紀福祉ビジョン報告書
養護老人ホーム痴呆加算

1995 高齢社会対策基本法

1996 介護保険制度大綱
公営住宅法の改正

1997 介護保険法制定
痴呆性対応型老人共同生活援助事業創設

実施年 施策及び主な事柄

1998
高齢者に関する保健医療制度のありかたについて
介護支援センター
痴呆対応型老人共同生活援助事業施設整備補助

1999

ゴールドプラン21：痴呆性高齢者支援対策の推進
身体拘束ゼロ作戦
社会福祉基礎構造改革について
地域福祉権利擁護事業
高齢者痴呆介護研究研修センター整備

2000

介護保険制度施行
成年後見制度
生きがい対応型デイサービス事業
介護予防・生活支援事業創設
痴呆介護研修事業開始

2001
2002 特養：ユニットケア施設補助

2003 厚労省老健局長による私的研究会「高齢者介護研究会」
2015年の高齢者介護報告

2004 厚労省：痴呆対策推進室設置
痴呆に替わる用語に関する検討会→認知症へ

2005

認知症を知り地域を作る10カ年事業
認知症を知る１年キャンペーン事業
介護保険法改正
地域密着型サービス創設
老健：認知症ケア加算、認知症短期集中リハビリテーション加算

2006
認知症対策等総合支援事業
地域支援事業の創設
高齢者虐待防止法施行

2007
高齢者権利擁護等推進事業創設
認知症理解・早期サービス普及促進事業創設
認知症地域支援体制構築等推進事業創設

2008
厚労省：認知症の医療と生活の質を高める緊急プロジェク
ト
認知症対応型サービス事業管理者等養成研修事業
認知症ケア高度化推進事業創設

2009

介護保険介護報酬改定
認知症ケア多職種共同研修・研究事業創設
認知症対策普及・相談・支援事業創設
認知症対策連携強化事業創設
若年性認知症対策総合推進事業創設
若年認知症専用コールセンター設置
認知症連携担当者の配置
若年認知症利用者受け入れ加算創設（介護報酬改定）
特養：認知症専門ケア加算
地域包括ケア研究会報告

2010 権利擁護強化事業創設

2011

市民後見推進事業創設
市町村認知症総合推進事業創設
都道府県認知症施策推進事業創設
認知症にかかる地域資源の連携についての検討事業創設
厚労省：認知症施策検討プロジェクトチーム設置
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度、必要性と関連しているものと推測できる。
研究内容別の年次推移傾向については、社会的な背景との関連が強く関連する施策施行や事業

開始年が新しいテーマほど近年の増加が著しい傾向が見られている。BPSD、身体介護、生活支援・
ケア全体、コミュニケーション、療法・アクティビティ、家族、施設ケア、評価法に関する研究
は1980年代頃から徐々に実施され始めており、2000年以降認知症対策を含む高齢者関連研究の増
加に伴って急増している。これらの研究内容は、認知症介護における中心的な課題であり、認知
症介護研究の中核を成すものと捉えることができるだろう。1980年代から創設されてきた痴呆性
老人対策施策と連動して着手されてきた研究テーマであり、20年から30年間の研究実績が蓄積さ
れている領域であるといえる。つまり研究の成熟度からみると何らかの一般法則や介護方法のモ
デル確立、標準的な介護方法の体系化等が進展しつつあるテーマと考えられる。一方、ターミナ
ルケアや若年認知症、リスクマネジメント、虐待、グループホーム、人材育成・教育等に関する
研究は比較的最近増加しつつあるテーマであり、特に近年の権利擁護事業の創設、高齢者虐待防
止法の施行、地域密着型サービスの創設、グループホーム事業の開始、研修事業の開始、若年認
知症対策事業の創設、地域における医療介護連携システムの推進等と強く関連しており、社会的
なニーズと不可分の関係を示している。

これらのことは、国の認知症対策事業や施策方向性と認知症介護の研究内容の増減は関連して
おり、研究者の多くが公的な助成による研究を実施している傾向が高いことから、国の助成テー
マによって研究内容は強く影響をうけていることが考えられる。つまり研究者によるニーズや認
知症介護実践上の課題によって研究内容が決定されるよりも、認知症対策の方向性によって研究
内容が決定される傾向が強いと考えられる。今後は、認知症介護現場や研究者の必要性によって
研究の方向性を牽引することが課題であろう。

２ ）研究方法
（ １）実態把握的、探索的研究の傾向

認知症介護に関する研究の発展において、実態把握を目的としているのか、探索的にモデル検
証や生成を検証しているのかを把握することは重要なことと考えられる。研究のプロセスは例外
を除いて実態把握を起点に、原理や法則等の仮説やモデルを設定し、検証し、応用実践に活用し
ていくプロセスをたどるのが通例である。その意味において認知症介護研究の傾向を捉えると、
全体的には探索的な研究の割合が ７ 割弱と実態把握的な研究の倍となっており、この領域の研究
が徐々に現状把握から、仮説生成や介入によるモデル検証に研究が以降しつつあることが伺える。
厳密な仮説検証的研究は見られなかったが、この分野においては、断定的な仮説が想定しにくく、
理工学分野における実験法のような厳密な仮説検証は困難であることが伺える。研究の目的は端
的にいえば、対象事象に関する一般性や法則性の発見と社会還元であると考えられる。基礎的な
研究分野において事象に対する原理解明や、実態把握に終始しやすい研究があるとしても間接的
にはその結果が何らかの有益性をもって活用されることに意義があると想定すれば、仮説検証に
固執するよりも別の方法を模索することが課題であると考えられる。

年次推移から研究数の増減をみると1995年以降から探索的な研究が実態把握的な研究数を大き
く上回り急増しており、年次推移の傾向としては、両タイプとも2000以降から急増している傾向
がみられている。つまり、量的な増減としては実態把握的な研究よりも探索的な研究数の方が増
加している傾向がみられるが、年次推移の傾向としては同様の傾向を示しており、おそらく認知
症介護に関する新たなテーマが出現するごとに実態把握的な研究も増加していくと考えられる。

研究の内容別には、若年認知症、ターミナルケア、地域関連研究について実態把握的研究が相
対的に多い傾向がみられる。これらは比較的新しいテーマであることから現状の把握を目的とし
た研究数が多くなる傾向にあるといえる。デイサービス、身体介護に関する研究についても実態
把握的な研究が多いが、これらは早期から着手されているテーマであるにもかかわらず実態把握
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的な研究が多く、研究の成熟度が未成熟な領域なのか、研究で捉えようとする事象が常に変動し、
実態把握が困難なテーマであるのか詳細な分析が必要である。一方、療法、アクティビティ、評
価法、環境支援、ストレス・負担感、家族については実態把握的な研究は少ない傾向にあり、こ
のテーマの研究方法については一定の方法モデルが確立しており、実態把握よりも方法モデルの
生成や検証の段階である可能性が高いことが推測される。

（ ２）定性的、定量的研究の傾向
研究全体の傾向としては定量的な研究が77.69％と定性的な研究数を大きく上回っている。定量

的な研究と定性的な研究数について年次推移をみると、1998年くらいから定性的な研究件数が増
加し、研究件数の割合推移では両タイプ同様の増加傾向を示している。この事は認知症介護研究
において、定性的な研究が原著論文として認められつつあり、また、量的な研究では捉えきれな
い側面を質的な研究が補足している傾向がうかがえる。昨今では介護や福祉領域において事例研
究を代表とした質的な研究の重要性が再認識されてきており、両方法の特徴を活用しながら研究
が実施されてきている傾向がみられている。

研究内容別には、評価法やストレス、身体介護など評価尺度が確立されつつあるものについて
は定量的な研究が多く、権利擁護、若年認知症、虐待、ターミナルケアなど比較的新しいテーマ
で実態が不明であり、実態把握が必要なもの、グループホームでの生活支援、コミュニケーショ
ン、心理など数量化しにくいものについては定性的な研究が相対的に多い傾向がみられている。
定性的な研究方法の年次推移傾向は、ケーススタディが1980年代より実施されている定性的な
研究方法の代表的なものであるが、内容分析、会話分析、グラウンデッドセオリーなどの方法が
2000年以降から急増している傾向がみられている。

定性的な研究は質的なデータを対象とする場合が多く、分析の展開も研究者の主観に依存する
傾向が強いが、定量化しにくい事象を捉え体系化し、対象事象に関する因果や構造に関するモデ
ル構築に有用である方法である。定量的な研究と定性的な研究の関係について、長田（ 2 ）は定性的
な研究によって得られた記述的事実と定量的な研究より得られる理論や法則は一見相容れないよ
うに見えるが、特に実践科学における分野の研究については、両者が相互補完的に機能し研究成
果の質を高める事の重要性を指摘している。長田の指摘は、感情や心理等の客観的な計測が困難
な要素を対象としていたり、又、それらの要素が認知症高齢者の行動や、介護方法に密接に関係
している事を踏まえれば認知症介護研究において定性的な研究の意義は重要であると考えられる。

（ ３）研究方法
認知症介護研究において実施されている研究方法の傾向は、全体的には質問紙法による研究が

3 割と最も多く、面接法、観察法、実験（介入）法が 2 割弱と同程度の割合を占めている。実施さ
れている研究方法の年次推移傾向は、質問紙法が1980年代から実施され2000年以降より急増して
いる。その他の方法は2000年前あたりから増加しており、質問紙法による研究は早期より実施さ
れている傾向にある。近年、認知症介護研究の増加に伴い増加する傾向にあるが、その他の研究
方法も増加していることから、認知症介護研究における方法が多様になってきていることを示し
ている。研究内容別に研究方法の傾向をみると、質問紙法は全体において実施されているが、療
法やアクティビティについては、介入的な研究が多い傾向にある。虐待、ターミナルケア、若年
認知症、権利擁護などの新しいテーマや、家族、ストレス・負担感、心理・心的過程などはイン
タビューによる方法が多く、コミュニケーション、環境支援、身体介護、グループホームなどは
観察法による研究が相対的に多い傾向がみられている。これらの傾向は研究対象テーマに応じて
研究標的が定量化しやすいか、定量化の方法が確立されていることが要因として考えられ、逆に
定量的な方法では研究標的が捉えにくいテーマについては、面接や観察によって定性的な記述や
詳細な実態把握が有用であり、認知症介護研究においてそれらのニーズが高まっている傾向が推
測できる。
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分析方法の傾向は、単純集計、クロス集計の実施数が多いが、これらの方法を実施していない
研究も多く見られており、定性的な研究による記述データを定量的に扱わない研究の増加による
ことが原因であると思われる。検定に関する分析の実施数も比較的多いが、質的な分析を含むそ
の他の件数が多く、認知症介護研究の分析方法の傾向は検定や多変量解析など普遍化や一般化を
目的とした研究以外の研究の増加を示している。

３ ）研究対象者の傾向
研究対象範囲として全国を対象とする研究が5.38％と少ない傾向が見られており、地域性の影響要

因を考慮しない研究が多いことを示唆している。原因としては、そもそも認知症介護研究全体が介
護方法の標準化や法則性の発見を目的としている研究が少数であるのか、あるいは全国対象の研究
における実施上の制約によるものが原因かは詳細な検証が必要である。研究対象群数については ２
群以上の比較群を設定している研究数が 3 割弱であり、 7 割強は 1 群を対象としている。認知症介
護研究において比較群や統制群を想定するような仮説検証的な研究が少数であることを示している。

研究対象者の属性傾向は、高齢者を対象とした研究が 6 割を占め、そのうち 7 割が認知症である
が、原因疾患としては不明なものが 8 割を占めている。認知症介護研究において疾患を特定した研
究が少数であることを示唆している。高齢者の所在は、施設入所者、入院者の割合が 6 割弱であり、
自宅高齢者の倍となっている。高齢者の属性別の所在では、認知症高齢者の 6 割強が施設入所者、
病院入院者であり、自宅所在は 3 割弱であった。在宅における認知症高齢者を対象とした研究が少
ない傾向がみられている。認知症における非薬物療法研究の課題について斉藤（ 1 ）は、研究方法の統
制に関する困難さを指摘している。斉藤によれば認知症における研究は、研究実施場所が福祉施設
や病院等に偏りがちになる傾向があり、施設入所者や入院者を対象とした研究は高齢者の生活や治
療が優先され、研究遂行を優先とした統制が困難であると述べている。そして在宅に居住する高齢
者を対象とする研究の場合は、自宅生活での種々の影響要因を把握し統制することは一層困難であ
ることを指摘している。また、研究標的が高齢者の行動や認知を対象としている研究に比較して、
感情や刺激に焦点をあてた研究の方がよりその傾向が強いと述べている。斉藤が指摘するように所
在がいずれにしろ研究場所や研究方法を完全な要因統制に基づいて実施することは、認知症介護研
究の様な場合困難である。本研究においても、在宅に居住する高齢者の影響要因の把握よりも施設
入所者や入院者の方が把握が容易であることからすれば、施設入所者や入院者が対象者として多い
要因として考えられる。このことは、一方で自宅に在住する認知症高齢者の研究は少数であり、自
宅在住の認知症介護研究遂行にとっては大きな課題と捉えることができるだろう。

研究対象として介護職等の専門家の種別傾向は、介護職や看護師を対象とする割合が ７ 割以上を
占めており、ケアマネージャーや医師、相談員、ヘルパーを対象とする研究は １ 割に満たない。認
知症介護に関する研究を対象としているため、介護に携わっている介護職員や看護師を対象とする
研究が多いことは当然であるが、認知症介護において昨今、重要なテーマとされる地域ケア体制整
備や医療と介護の連携体制の構築、在宅での生活継続を可能とする在宅サービス連携システムの充
実等を考慮すると、医師やケアマネージャー、相談員を対象とする研究が重要となることが推測さ
れる。

２ ．研究テーマ別の傾向と課題
１ ）認知症介護手法に関する研究
（ １）身体介護やターミナルケアに関する基本的な介護方法に関する研究の傾向と課題

食事、入浴、排泄、睡眠等の基本的な生活行為への対応やターミナルケアに関する研究につい
て整理すると、口腔機能や口腔ケア関連、栄養や摂食、嚥下機能関連、睡眠障害への対応、ター
ミナルケア関連、その他に分類された。口腔機能や口腔ケアに関する研究は口腔内の状態や機能、
口腔ケアの方法、生活自立度との関連に分類され、栄養や摂食、嚥下機能関連の研究は、摂食食
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物や栄養状態、機能障害のアセスメント、援助方法の検討や評価に分類された。
口腔機能や口腔ケアに関する研究は、残存歯数や義歯使用率と認知機能との関連を検証したり、

口腔ケアの自立度と認知症の重症度の関係が検証されており、一定の結論には到達していない。
一方、咀嚼機能と生活自立度の関連は認められており、歯科医や歯科衛生士によるチームアプロー
チによる口腔ケアの重要性が指摘されている。研究方法の課題として、歯学系の研究者による研
究が多くを占めており、介護、看護領域からの臨床実践による研究報告が希少であり今後の進展
が望まれる。また　摂食障害への対応に関する研究としては、誘導方法や環境調整のみならず、
排泄や睡眠等の一連の生活に関するセルフケア能力を引き出す環境アレンジメントの重要性につ
いて指摘されている。

睡眠障害への対応に関する研究は、少数であるが認知症高齢者の睡眠時間は一般高齢者と有意
な差は無いとする研究や、光療法によって睡眠効率が向上し食事摂取が円滑になった事例研究が
報告されている。しかし、睡眠障害に関する研究は生活全般の変化と環境要因の網羅的な把握を
必要とすることから研究データの収集や影響要因の統制において、研究実施上の多くの課題が推
測される。

ターミナルケアに関する研究は、告知等に関する意識調査等が実施され、特にグループホーム
における医療的な判断や対処の困難性、医療機関との協力体制の必要性が指摘されているが、認
知症介護研究においては萌芽的なテーマであると考えられ、今後の発展が必要である。

認知症介護に関する基本的な介護方法研究全体の課題としては、排泄や入浴等に関する研究が
ほとんどないことや介入研究が少ないこと等が挙げられる。

（ ２）BPSD、生活支援・ケア全体、コミュニケーション、若年認知症に関する認知症介護研究の傾	
　　　　　向と課題

BPSD に関する研究は、BPSD 全体、徘徊、精神症状、暴力的行為、介護抵抗、その他に関連
する研究に分類される。BPSD 関連の研究は、実態把握や評価尺度の作成を契機に、非薬物療法
や声かけの有効性に関する研究が多くみられているが、事例検討による介入研究が主流である。
徘徊に関連する研究は、徘徊行動の実態把握、介護職員の対応や居住環境との関連の把握、声か
けや会話、環境改修の効果等に関する事例的な研究が主なものであった。精神症状の研究は、せ
ん妄や自殺企図の実態把握や、騒音刺激の影響に関する研究であった。暴力的行為に関する研究
は、介護職員への影響やメンタルヘルス、リスクマネジメント研修に関する研究であり、対応方
法に関する研究は無かった。

認知症高齢者とのコミュニケーションに重要な要素としては、保護的・受容的な関わり、傾聴
の姿勢、認知症高齢者の体験世界を理解する姿勢、個別的な障害や環境に配慮した個別対応等の
重要性が挙げられ、特に利用者の人権に配慮した会話スタイルを心がけることが重要である。一
方で、職員のコミュニケーションスキルの自己評価は、ソーシャルサポートの有無、疲労感の低
さ、仕事満足度の高さ、職務経験期間の長さと関連しており、これらの要因に配慮した組織体制・
教育支援体制のあり方を考慮する必要がある事が指摘されている。

若年認知症に関する研究は1993年に若年期における認知症発症率に関する実態調査が １ 件のみ
であり、その後近年まで報告がなく、2006年以降に報告される家族介護者支援における課題抽出
2 件と、若年認知症に対するイメージ調査報告 1 件のわずか 3 論文であった。若年認知症に関す
る課題として、理解の普及、サービス体系の開発、経済的支援策の構築、若年認知症の人と家族
が集える場の創出、相談体制の構築、若年認知症の人の子ども世代にかかわる懸念（子育て、疾患
に対する子どもの理解や受け入れ、子どもの担う介護負荷、遺伝など）、家族・親戚の認知症に対
する理解などが指摘されている。今後は若年認知症者に関する実態調査報告も含めて、包括的な
支援体制構築に資する研究・実践報告が待たれるところである。

生活支援・ケア全体に関する研究は、実態調査研究38論文、介入的研究13論文であり、実態把
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握的な研究が多い傾向にある。生活支援やケア全体に関する研究は多岐に渡る内容となっており、
短期入所事業や入所施設利用者および家族介護者の生活及び介護実態の把握に始まり、施設入所
者のケアニーズと福祉サービス提供に関する実態、施設における療法の実態、デイケアの家族介
護者への影響、在宅介護の実態報告等がなされている。2000年以降は、認知症高齢者ケアの技術
の明確化や認知症の重症度ならびに寝たきり度と介護量との関連性、家族介護者の介護実践力や
介護プロセスについての質的研究、認知症高齢者本人の体験世界や非認知症利用者との交流の実
態が報告されている。近年では、施設ケアにおける認知症末期の利用者に対するケアプロセスや
関わり方、さらに家族と職員の情報共有に関する方略や、介護職員の認知症介護に関する円滑化
の規定要因について検討されている。介入的研究に関しては、訪問看護の効果や視覚・聴覚など
に働きかける感覚刺激の有効性、施設におけるコンタクトパーソンの有効性に関する研究が散見
された。近年では Dementia Care Mapping 法を用いたケアの有効性、中等度・重度認知症高齢者
の自己決定機会を提供する看護介入の効果が報告されている。

全体的な傾向としては、認知症介護研究においては中核的な内容であり、比較的早期から研究
が実施されているにも関わらず、実態把握的な研究が多く介入研究が少数であることが課題であ
る。BPSD への対応については事例的な研究が多くモデル構築には至っていないのが現状である。
コミュニケーション方法については、傾聴や受容、心理を考慮した対応等、特に認知症高齢者特
有の効果的な方法とは言い難く、一般的に有効なコミュニケーション方法が確認されたのみであ
る。若年認知症については新出テーマであるが故に実態把握も不十分であり、研究課題が山積し
ているテーマである。いずれにしろ、このテーマに関する研究数は最も多い傾向にあるが、研究
数にともなった方略モデルの構築や標準化が立ち後れている傾向が伺える。事例研究が多く介入
研究が少ない傾向をみると、認知症介護研究における実施上の困難さや課題が推測される。

（ 3）認知症高齢者の環境支援に関する研究の傾向と課題
認知症高齢者の環境支援に関する研究について、環境の範囲ごとに認知症高齢者と物理的環境

との関係性に関する研究の動向及び課題を整理した。
環境支援に関する研究は環境の範囲によって分類すると、認知症特性を考慮した環境支援、パー

ソナライズを支援する環境支援、生活場面における環境支援、環境適応に対する支援、地域にお
ける環境支援の 5 つに大別される。認知特性を考慮した環境支援研究では、認知機能障害の状況
による環境認識の特性把握や、認知機能や記憶の障害に応じた物理的な環境補助の有効性に関す
る検証が実施されている。パーソナライズの支援法に関する研究では、施設内あるいは在宅にお
いて、安定的な居場所形成に関する方略や有効性に関する検証が実施されている。生活場面にお
ける環境支援の研究では、主に観察法によって認知症高齢者の個々の生活場面を把握し、有効な
環境支援方法を探索している。特に、生活場面の中でも他者との交流場面が対象とされる研究が
多く、実態の把握や交流促進に影響する環境支援の方略が検討されており、小規模な生活環境が
認知症高齢者の交流を促進し、自発性を高めるといった研究結果も報告されている。環境適応に
関する研究では、環境支援による環境適応の促進効果や、不適応状況への環境調整の有効性が検
証されている。地域における環境支援の研究では、施設やサービスを含む認知症介護の範囲を地
域まで拡大し、地域環境を考慮に入れたサービスや介護が認知症高齢者の生活の質に影響するこ
とを指摘している。

認知症高齢者への環境支援に関する研究の傾向と課題としては、全般的に家庭的な環境づくり
を実践する方法を探求する研究が多く、環境異変によって生じやすい生活行為や交流への影響を
低減し、より自発的な生活遂行を促進、補助する環境支援方法の開発、検証が目標となっている
傾向が見られている。課題としては、現在報告される環境支援法に関する研究知見を容易に応用
できる方法論の確立や、自宅や地域における環境支援方法の開発、検証、さらに認知機能や身体
機能が低下してもライフスタイルを尊重するという視点から、ターミナルケア環境に関する研究
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は今後の発展が期待されるテーマであり、認知症高齢者が選択する住居や施設の種類に関わらず、
生活を支援する普遍的な空間や環境のあり方に関する研究の進展が重要である。

２ ）認知症介護に関連する評価法の研究傾向と課題
502件の研究について、研究目的及び対象者ごとに分類し動向の整理を実施したところ、評価法に

関する研究は、評価法や尺度の開発と認知症高齢者やケアの効果測定ツールとしての有効性検証を
目的とした研究に大別できる。対象としては、認知症高齢者本人について認知機能、BPSD、ADL、
介入効果、QOL、介護者については介護負担感、ケア全般については認知症ケア全体に関する評価
法開発に分類される。

認知症高齢者を対象とした評価法研究の動向を概括すると、認知機能や中核症状の評価について
は、簡便で、早期の発見を可能とするスクリーニング法として HDS（長谷川式簡易知能評価スケー
ル）、HDSR（改定長谷川式簡易知能評価スケール）、時刻テスト、勘定テスト、Kohs テスト、か
なひろいテスト、RDST（Rapid Dementia Screening Test）、IADL 遂行能力と日常記憶能力、SC-
test（Simple Cognitive Test）、生活意欲の低下状態の把握等に関する検証が実施されている。認知
症の重症度については、MENFIS（Mental Function Impairment Scale）や NCSE（Neurobehavioral 
Cognitive Status Examination）等の開発や、コミュニケーション能力については、認知・言語コミュ
ニケーションスクリーニングテスト、簡易コミュニケーションスケール、LDT-R（言語解読能力テス
ト改訂版）等、言語面、非言語面の能力や状態評価の開発、BPSD の評価については、DBD スケー
ル（Dementia Behavior Disturbance Scale）、TBS（Troublesome Behavior Scale）、BEHAVE-AD 日
本語版、BPSD-IPA score の有効性等による評価法の開発、検証が実施されている。また、認知症の
全体像評価を目的に、BPSD、認知機能、ADL の状態を総合的に評価する方法として、CPS（Cognitive 
Performance Scale）、ASSD（Assessment Scale for Symptoms of Dementia）の開発や、NOSGER 日
本語版（Nurses’ Observation Scale for Geriatric Patient）の検証が実施されている。高齢者の状態評
価によって介護ニーズを評価する方法としては、ABCD（介護状況評価票）、CPAT 日本語版（Care 
Planning Assessment Tool）、CDS 日本語版（Care Dependency Scale）の開発検証が実施されてい
る。QOL 評価法については、生活健康スケール、アルツハイマー型認知症患者の QOL 尺度（在宅患
者版）、DQoL 日本語版（Dementia Quality of Life Instrument）、QLRSB-D（A Scale for Old People 
with Dementia）、日本語版 DCM（Dementia Care Mapping）の WIB 値、EuroQol 日本語版（EQ- 5 D、
VAS）の開発、検証が実施されている。希少ではあるが、認知症高齢者の心理や内面性に関する評価
法として高齢者用絵画統覚検査（PAAM）、高年者用絵画統覚検査（SAT）、コラージュ療法の有用性
について検証されている。

また、認知症高齢者に対する非薬物療法の効果評価に関する研究も多く実施されており、音楽療
法や回想法その他の療法の介入効果の検証用に開発されている。おおよそ上記に挙げられた評価法
を単体あるいは組み合わせて活用する傾向が見られるが、独自に作成しているものとしては、音楽
療法評価法や、BEHAVE-AD、GBS に唾液 CgA 等のストレス指標を加えたり、回想法観察評価尺
度（Reminisence Ovservational Rating Scale;RORS）、デイケア評価のための認知症患者の表情によ
る心理評価スケール（PAFED）等の開発検証が実施されている。

それ以外にも介護者に対する介護負担感の評価法として CCI（Cost of Care Index）、社会・家庭的
負担評価票（CBS）、ZBI 日本語版（Zarit Caregiver Burden Interview）の活用等、開発、検証が実施
されている。また、ケアやサービスの質を評価する方法の開発、環境評価法の開発、介護家族によ
る援助希求行動の評価法等について希少であるが研究が実施されている。

全体的な傾向として、認知機能や認知症高齢者の行動等、認知や行動を対象とする評価法につい
ての研究が多く、独自のもの、海外の研究成果の応用なども含めて信頼性や妥当性の検証も進展し
ており、研究成果が着実に蓄積されていると伺える。しかし、心理面や感情面、内的な側面に関す
る研究は QOL 評価法を代表とする生活状態や生活感評価に関する研究は増加の傾向が見られるが、
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認知症高齢者の心理面を評価する研究は、認知症高齢者の特性や実施上の制約等の理由から研究数
も希少である。ケアやサービス、環境面の評価研究については、昨今少量ずつみられてはいるが今
後の発展が期待されるテーマといえるだろう。認知症介護に関する評価法に関する研究の課題とし
ては、斉藤（ 1 ）が指摘するように感情面や気分、ストレス、QOL 等の評価については研究者の価値観
によって主観的に評価している場合が多いことが課題であり、今後は認知症高齢者の生活状況につ
いて客観的に測定可能な側面の評価結果を材料に、認知症高齢者の内的な側面を洞察するような研
究方法が必要であると考えられる。

３ ）認知症介護に関連する人材育成・マネジメント研究の傾向と課題
本研究で分析対象となった研究502件のうち人材育成や教育方法に関する直接的な研究は ２ 件であ

り、その他の研究は人材育成や教育方法の検証よりも前段階としての意識調査や、評価手法に関す
る基礎資料としての関連研究であった。人材育成手法の検証に関する研究としては、パフォーマン
ス・マネジメントによる職場内研修が職員の行動目標の実施率向上や入居者と職員の交流頻度の増
加、ストレッサーの軽減等の効果を有する有用な教育法であることを実証している。他方は、入職
3 年未満の職員について職場での内部研修経験が、認知症高齢者の BPSD を問題解決的に捉えるよ
りも、探索的に捉えるような意識に影響していることを実証している。また、研究手法に関しては、
約半数の研究が定性的な研究及び質的な分析を実施している傾向が見られている。この領域に関す
る研究課題としては、研究数が少ないことと、評価手法が確立されていないことが挙げられる。認
知症介護研究において、介護の質を向上する上で専門家の養成や教育手法の開発は重要なテーマで
あるにも関わらず、教育手法の標準化や教育効果の評価に関する研究は、今後重点的に取り組むべ
きテーマである。

４ ）認知症介護に関連する家族介護者を対象とする研究傾向と課題
介護家族を対象とする研究の傾向は、介護家族の内的過程に関する研究、BPSD と家族の関係に

関する研究、認知症者と家族のコミュニケーションに関する研究、医療と家族に関する研究、介護
サービスと家族に関する研究に大別される。内的過程に関する研究の傾向としては、負担感の要因
解明や、負担感の測定方法の開発及び負担軽減を目的とした負担要因の探求と負担軽減方法の探求
など介護者の負担感を標的とした研究に始まり、徐々に介護者の介護体験過程等の横断的、縦断的
研究による介護認知に関する研究へと移行してきている。家族介護者の介護認知について明らかと
なっている知見は、介護者へのサポート状況や個人的な特性によって介護体験の捉え方が否定的に
も肯定的にも認知され、介護者の介護態度の変容に影響するということである。今後の課題として
は、家族形態の変容あるいは多様性に対応する一定の家族支援方法を確立することの難しさが挙げ
られる。つまり、家族研究の方向性として介護家族の形態や個別の様相に応じた支援方法を開発す
る必要があり、家族の様態にあわせた様々な介護者支援方法を多様に確立するような研究が望まれ
る。BPSD との関連については、BPSD から家族への影響に注目した研究が多いが、今後は家族か
ら BPSD への影響に関する研究が必要であり、認知症者と家族とのコミュニケーションに関する研
究は研究数が少なく研究数の増加が課題と考えられる。医療と家族介護者に関する研究においても
医療受診に関する研究や告知に関する研究が実施されるが研究数は少なく、今後のさらなる研究が
必要である。それ以外では、介護サービスの家族介護者への効果や有用性に関する研究が実施され
ている傾向が見られている。
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Ⅴ．結論
１ ．認知症介護研究の課題と方向性

本研究では認知症介護に関する研究の動向を把握し、課題の抽出によって今後の認知症介護研究
の重点課題を明らかにすることを目的に、認知症介護に関連する研究論文502件を抽出し、研究内容、
研究方法、研究対象者の属性に関する分析と施策課題および実践上の課題を考慮した主要なテーマ
に関する研究動向のレポートを作成し、認知症介護研究の方向性について考察した。

１ ）研究全体の課題と方向性
（ １ ）認知症介護研究における研究内容の傾向は、生活支援方法、療法、BPSD、家族、心理、環境

支援、評価法、ストレス・ 負担感に関する研究数は多いが、研究量と研究成果の質が比例し
ているのか、これらのテーマに関する理論や方法の標準化が確立されているか、詳細な内容
分析が必要である。

　　　一方、権利擁護、虐待、若年認知症等については比較的新しいテーマであり、研究数が少
ない傾向がみられており今後の更なる発展が望まれる。マネジメントや人材育成、ターミナ
ルケアについても希少であり、これらの研究への一層の取り組みが重要であると考えられる。

（ ２ ）認知症介護に関する研究数の年次推移の傾向から推測すると、研究の実施数は介護実践上の
ニーズだけでなく、むしろ高齢者福祉や高齢者関連施策の方向性によって強く影響を受けて
おり、多くの研究が公的な研究助成を基に実施されることを鑑みれば、認知症介護に関連す
る施策課題と研究数の関連は相関が高い傾向がみられた。これらのことは、研究者によるニー
ズや認知症介護実践上の課題によって研究内容が決定されるよりも、国の認知症対策の方向
性によって研究内容が決定される傾向が強いとも考えられる。今後は、認知症介護実践上の
ニーズや研究者の問題意識によって研究の方向性を誘導し、施策を牽引する必要性があるだ
ろう。

（ ３ ）認知症介護研究における研究タイプの傾向として、実態把握的な研究タイプよりも探索的な
研究タイプの方が徐々に増加しつつあり、研究の成熟度としては、実態の把握よりも探索的
なモデル生成やモデル検証の段階に発展していることが推測される。しかし、厳密な仮説設
定による仮説検証型の研究が少ない傾向がみられ、一般理論や法則の確立は時期を待たなけ
ればならない状況である。研究内容別の傾向をみても療法・ アクティビティ、評価法、スト
レス・ 負担感、家族に関する研究は比較的早くから着手されている内容にも関わらず、探索
的な研究が多いことは厳密な仮説構築が困難である理由を検証する必要があるだろう。又、
地域ケア、虐待防止、若年認知症対策、権利擁護、人材育成・教育、リスクマネジメント、ター
ミナルケア等の比較的新しい内容については、できるだけ早い段階でモデルを構築し検証す
るような研究の促進が必要であろう。

（ ４ ）全体的に定量的な研究数の割合が多い傾向にあるが、近年、定性的な研究の実施割合が増加
しつつあり、定性的な研究手法も多く実施されている傾向がみられている。考察でも述べた
ように、認知症介護研究のような応用化学的な実践研究分野においては、定量的な研究と定
性的な研究の双方が相互補完的に機能し研究成果の質を高める事が重要であり、本研究の結
果も好ましい傾向にあると考えられるが、定性的な研究による成果が認知症介護におけるモ
デル生成や、因果構造の把握に貢献しているのかについて詳細な分析が必要である。

（ ５ ）研究方法については、研究内容別、研究の歴史、研究標的の性質によって質問紙法や観察法、
面接法、その他の方法が臨機応変に実施されている傾向が見られているが、認知症高齢者を
直接対象とする研究においては観察法や面接法が多用されている。介護者や家族、認知症で
はない健常高齢者を対象とする場合は、質問紙法による調査が多く実施されており、対象者
の特性によって方法が限定される傾向が特徴的である。認知症高齢者を対象とする研究にお
いては、高齢者本人の意思確認が困難であり、自ずと行動やコミュニケーション、発話の観
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察や、面接による評価に限定されることが推測される。観察法や面接法の課題として、多標
本を対象とすることや、研究実施場所、対象者の所在場所が限定され、研究成果の一般性や
普遍性に関する手続きが課題となる場合が多い。今後は、観察法や面接法による研究対象者
の確保や、研究場所や対象者の所在が偏らないような工夫が必要であろう。

（ ６ ）分析方法については、記述統計の実施割合は多いが多変量解析や検定の実施率が低い傾向が
見られている。逆に、カテゴライズによる分析等の質的なデータ分析が多く実施される傾向
がみられており、質的な研究方法や分析に関する厳密な基準の徹底や、モニターが必要とな
るであろう。

（ ７ ）研究範囲の傾向として、全国を対象とする研究数が少なく地域による影響要因を考慮してい
ない、あるいは研究成果の一般性を目的とした研究の実施割合が少ないことが危惧される。
研究経費上の問題か、研究実施上の制約によるものか等、原因分析が必要であろう。

（ ８ ）研究対照群の設定は 1 群設定が多く、 2 群以上を予め統制した研究数が 3 割弱と少ない傾向
が見られており、仮説検証を目的とした比較研究が少ないことを表している。今後は厳密な
仮説設定と、仮説に準拠した比較群の想定による検証的な研究の実施が望まれる。

（ ９ ）認知症介護研究における研究対象者の傾向として、認知症の原因疾患が不明な研究が多く、
疾患別ケア研究の必要性からも疾患を特定した研究の実施が望まれる。

（１０）研究対象者の所在傾向について、高齢者の所在は施設入所や入院者が多くを占めている傾向
が見られており、特に認知症高齢者の 6 割が入所、入院者であった。今後は、自宅在住の認
知症高齢者を対象とした研究が必要である。しかし、研究対象者の確保や、自宅在住の認知
症高齢者数の少なさ、研究実施に関する統制や観察や面接等の方法上の制約から自宅に居住
する認知症高齢者を対象とする研究の実施は様々な課題が予測される。これらの課題を解消
しうる研究方法の工夫が一層求められるだろう。

（１１）認知症介護に関連する研究において、専門家を対象とする研究のうち介護職や看護職を対象
とする研究の割合が多い傾向がみられ、医師、相談員、ケアマネージャー、ホームヘルパー
等を対象とする研究は少ない傾向がみられた。おそらく認知症高齢者に限定しない高齢者全
体を対象とする研究においては異なる傾向が予測されるが、今後、地域連携や在宅の認知症
介護に関する研究が必要となることを鑑みれば、看護、介護職以外の専門家を対象とする研
究も重要となることが予測される。

２ ）研究テーマ別の課題と方向性
（ １ ）認知症介護に関する基本的な介護手法に関する研究の課題としては、摂食や口腔機能に関す

る研究は多いが、排泄や入浴等に関する研究がほとんどないことや、実態把握的な研究が多
く介入研究が少ないこと等が挙げられ、BPSDに限定しない排泄や入浴等への支援に関する研
究が重要である。さらに生活の根幹を成す行為であるが故に、方法の標準化が一層必要と考
えられる。

（ ２ ）認知症高齢者のターミナルケアに関する研究については、比較的新しい研究テーマであり、
研究数も少なく萌芽的な段階にあるといえる。一層の発展が必要であると考えられる。

（ ３ ）BPSDへの対応については事例的な研究が多くモデル構築には至っていない傾向が伺える。コ
ミュニケーション方法については、傾聴や受容、心理を考慮した対応等、特に認知症高齢者
特有の効果的な方法というよりは一般的に有効なコミュニケーション方法が確認されている
事に終始している。若年認知症については新出テーマであるが故に実態把握も不十分であり、
研究課題が山積しており、今後の発展が期待される。いずれにしろ、このテーマに関する研
究数は多い傾向にあるが、研究数にともなった方略モデルの構築や標準化が立ち後れている
傾向が伺え、事例研究が多く介入研究が少ない傾向をみると、認知症介護研究における実施
上の困難さや課題が推測される。
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（ ４ ）認知症高齢者への環境支援に関する研究課題は、全般的に家庭的な環境づくりを実践する方
法を探求する研究が多く、環境異変によって生じやすい生活行為や交流への影響を低減し、
より自発的な生活遂行を促進、補助する環境支援方法の開発、検証が実施されているが、そ
れらの知見を容易に応用できる方法論を確立することや、自宅や地域における環境支援方法
の開発、さらに認知機能や身体機能が低下してもライフスタイルを継続できるようなターミ
ナルケア環境に関する研究等、認知症高齢者が選択する住居や施設の種類に関わらない普遍
的な空間や環境のあり方に関する研究の進展が課題と考えられる。

（ ５ ）認知症介護に関連する評価法の研究は、認知や行動を対象とする評価法についての研究成果
は早くから着実に蓄積されてきている。しかし、認知症高齢者の心理面や感情面を評価する
研究は、認知症高齢者の特性や実施上の制約等の理由から研究数も希少である。またケアや
サービス、環境面の評価研究についても今後の発展が期待されるテーマである。今後は、感
情面や気分、ストレス、QOL等の評価法研究の方略について、生活状況等の客観的に測定可
能な側面の評価結果を材料に、認知症高齢者の内的な側面を洞察するような研究方略が必要
であると考えられる。

（ ６ ）認知症介護に関する人材育成・ 教育やマネジメントに関する研究の課題は、他のテーマに比
較して研究数が少数であること、評価手法が確立されていないことが挙げられる。認知症介
護の質を向上する上で専門家の養成や教育手法の開発は、一層重要なテーマであり、認知症
介護に関する教育手法の標準化や教育効果の評価に関する研究は今後重点的に取り組むべき
テーマであるといえる。

（ ７ ）認知症介護における家族研究の課題としては、家族形態の変容あるいは多様性に対応する一
定の家族支援方法を確立することの難しさが挙げられる。家族研究の方向性としては、めま
ぐるしく変化する家族の様態にあわせた様々な介護者支援方法を多様に確立するような研究
が望まれるだろう。また家族から BPSDへの影響に関する研究や、認知症者と家族とのコミュ
ニケーションに関する研究、医療受診に関する研究や告知に関する研究は研究数が少なくさ
らなる研究の進展が望まれる。
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